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平成２８年度平塚市子ども・子育て会議 

第１回全体会議 会議概要 

 

日時：平成２９年２月６日（月）１５時～１６時 

場所：平塚市勤労会館 中会議室（２階）    

 

１ 議事 

（１）特定教育・保育施設にかかる利用定員について 

  事務局が本市における特定教育・保育施設にかかる利用定員について、資料１－１

「子ども・子育て支援新制度における施設の利用定員について」、資料１－２「利用定

員を新規に定める施設及び変更する施設一覧」に基づき説明した。 

   

【質疑応答は次のとおり】 

 委 員： 資料１－２の３「利用定員を減少する施設（変更）」の箇所で、港幼稚園と 

須賀保育園については、港こども園となるため、利用定員が０人となり説 

明欄に「廃園」と記載されている。真土すばる保育園分園については本園 

への移行に伴い利用定員が０人となるが、説明欄に「利用定員が減少」と 

記載されている。「廃園」と「利用定員が減少」の表現の違いは何か。 

事務局：港幼稚園と須賀保育園については、廃園となる。真土すばる保育園分園につ

いては、真土すばる保育園自体は残り、分園部分のみなくなる。神奈川県と

も調整し、「廃園」という表現ではなく、「利用定員が減少」と記載した。 

委 員：資料１－２の１「新規に利用定員を定める施設（新規）」の箇所で、民間保

育所は、認可定員を超えて受入れを行っているが、公立保育所でも同様に認

可定員を超える受入れは可能なのか。 

事務局：民間保育所、公立保育所関係なく、認可定員を超える受入れについては、入

所人数に対して必要な保育士の数と面積が足りているかが条件となってく

る。条件を満たし、園の受入れ体制が整った際に認可定員を超える受入れが

可能となる。真土すばる保育園についても、条件が整ったため、認可定員を

超える受入れをしてもらった。 

委 員：平塚市港こども園については、利用定員を超える受入れは可能なのか。 

事務局：面積としては、多少余裕を持たせている。しかし、保育士の人数については、

調整を行っている段階である。 

委 員：大規模な保育園になると、子どもの安心・安全等が心配になる。市民のニー

ズに合わせて定員増加を進めていると思うが、子どもの安心・安全もしっか

り確保していただきたい。 

事務局：市民のニーズにより、定員増加や施設整備等を行っているが、保育の質を確
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保することも、市民のニーズだと思う。平塚市港こども園についても、きめ

の細かい教育・保育を提供するために、１年以上かけて幼稚園と保育園で打

ち合わせを行っている。 

委 員：認定こども園はどのようなカリキュラムで行われているのかわかっていない 

保護者は、多くいると思う。これから子どもが生まれる方等にどう周知して

いくのか伺いたい。 

事務局：新しい制度なので、保護者の方は実感が湧きにくい部分はあると思う。その 

ため、入所を希望する方には認定こども園について御理解いただけるようき 

め細かく説明を行う等、十分配慮していきたいと考えている。 

委 員：認定こども園の実態、中身があまり見えてこないという意見はあると思うが、

平塚市港こども園が運営を開始し、国の動向もふまえ、今後の方向性を見守

ることが必要だと思う。 

委 員：保護者にとって、新制度へ移行している園と移行していない園の大きな違い

は、保育料となる。新制度に移行している園は、移行していない園より安く

なる。今年度は、入園児募集の際に新制度について、紙面への掲載や公民館

でのちらし配架等で周知を図った。私立幼稚園全園で、どこで当園を知った

のかアンケートを取った結果、新制度へ移行しているため当園を選んだ保護

者は、４％しかいなかった。そのため、認定こども園の周知等が進まないの

もうなずける。 

委 員：幼保連携型認定こども園のクラスでは、幼稚園教諭１人と保育士１人が担当 

となるのか。 

事務局：幼保連携型のクラスについては、原則としては幼稚園教諭資格と保育士資格

両方を持つ者１人が担当となる。 

委 員：港幼稚園と須賀保育園にそれぞれ園長がいると思うが、どちらが平塚市港こ

ども園の園長になるのか 

事務局：港幼稚園の園長は今年度で退職となる。また、平塚市港こども園の園長が誰

になるのかは、現段階では人事の関係で確定していない。 

委 員：保育所については、定員をうまく調整していただかないと幼稚園の存続に関

わる。共存していけるよう、調整をしていただきたい。 

 

（２）子ども・子育て支援事業計画の点検・評価 

  事務局から、今後の子ども・子育て支援事業計画の点検・評価のスケジュールにつ

いて、次第を基に説明した。 

 

【質疑応答なし】 
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出席者：落合委員、黒田委員、中村（千）委員、田代委員、鷲尾委員、高橋委員、山口

委員、長谷川委員、津島委員、澁谷委員、鈴木委員、本田委員、森下委員、阿

部委員 

傍聴者：なし 

事務局：健康・こども部長、保育課長、教育総務課長、保育課７名、教育総務課２名、 

 

 

以 上 


